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県内産農産物の植物ステロールの含量と組成について

鹿島真樹、中川義久

(2013年1月21日受理）
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植物ステロールはフイトステロール（phyto-

sterol) ともいい、植物中に含まれるステロー

ルの総称である。植物中では遊離あるいは脂肪

酸エステルとして存在しており、植物の細胞膜

の構成成分となっている。植物ステロールはそ

の機能性が注目され古くから研究されてきてお

りI）～3）、近年では特定保健用食品の関与成分に

もなり、「コレステロールの吸収を抑える」とい

う表示で食用油、マーガリン等に利用されてい

る。

個々の農産物についての植物ステロールに関

する調査・研究は、米の組成については坂田ら

の報告4）、穀類・いも類・種実類・豆類の組成

については岡らの報告5）、ヒエ及びアワ種子中

の組成については高津戸らの報告6）、野菜類の

組成については岡らの報告7)、山菜については

高津戸らの報告8）、果実・きのこ類・海藻類・

茶・コーヒー・ココア類の組成については岡ら

の報告9）がある。しかし、成分表のような網羅

的に様々な食品中に含まれる植物ステロールに

ついて取り纏めたものは、茨城県衛生研究所の

平成15、16年度地域保健推進特別事業「高脂血

症の一次予防を目的とした食品中植物ステロー

ルの定量と茨城県民における摂取量・地域特性

の評価」 i）だけである。

今回、富山県産農産物について、機能性成分

として注目されている植物ステロールの含量と

組成を明らかにしたので報告する。

試料及び実験方法

1.試料及び試料の調製

試料は、平成17年度～19年度に富山県内で

栽培・収穫された農産物を主に2ヵ年にわた

りサンプリングした。それぞれの試料は通常

の食生活で廃棄される部分を除き、スピード

カッタ一等を用いて細断し、分析に供試した。

(1）穀類：米（コシヒカリ、てんたかくの玄

米と精白米）、大麦（ファイパースノウの玄

麦と精白麦）、そば、いなきびを用いた。

(2) いも類：さといも（大和）を用いた。

(3) 豆類：大豆（エンレイ、オオツル、丹波

黒）を用いた。

(4）種実類：ぎんなん（久寿）を用いた。

(5) 野菜類：宿根そば葉、ふじまめ（芭蕉成

ふじまめ）、ほうきぎ、ぎょうじゃにんにく、

たけのこ、ねぎ（吉蔵、夏扇4号）、かぼち

ゃ（黒海、伯爵）、入善ジャンボ西瓜、早生

大かぶ、赤かぶ（あかくら）を用いた。

(6) 果実類：日本なし（幸水、豊水）、りんご

（ふじ）、ぶどう（巨峰、ロザリオピアン

コ）、かき（水島柿、三社柿、富山干柿）、

うめ（稲積梅）、ゆずを用いた。

2.試験方法

(1）水分：水分は品目ごとに「五訂日本食品

標準成分表分析マニュアルの解説1りに準

じて測定した。

(2）植物ステロール：植物ステロールは、「新・

食品分析法11）」に準じて試料の抽出操作及

びガスクロマトグラフの条件を設定し、測
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定した。

実験結果及び考察

1.穀類の植物ステロール含量と組成

穀類の植物ステロール含量と組成を表1に

示した。てんたかく玄米の含量は66mg/100g 

と56mg/100gであり、年度聞に差があったが、

てんたかく精白米の含量は年度聞に差がなか

った。一方、コシヒカリでは、玄米及び精白

米とも植物ステロール含量は年度聞に差はな

いものと考えられた。植物ステロールの組成

についても、 fJ－シトステロールが6割近くを

占めており、このことは品種に関わらず玄米・

白米とも同様の傾向であった。なお、植物ス

テロールの含量は、品種に関わらず玄米に対

して精白米は大体1/3程度であった。

大麦の玄麦の含量は年度間でほとんど差が

なかったのに対し、精白麦においては含量に

差が生じており掲精による影響と考えられた。

植物ステロールの組成については、玄麦及び

精白麦では、いずれもF句シトステロールが6

～7割を占めていたが、玄麦ではスチグマス

テロールが数パーセント程度含まれていたの

に対し、精白麦ではスチグマステロールが検

出されなかった。植物ステロールの含量は、

玄麦に対して精白麦では大体1/3程度であ

った。

そばは、含量が60mg/100gと75mg/100gで

あり年度聞に差が見られ、その組成について

はfJ－シトステロールが8割～9割近くを占

めており、この組成割合は茨城県の結果i）や

岡らの報告5）と類似していた。しかし、含量

については、茨城県で調査されたそばの含量

がllOmg/100gと高く今回の結果とは異なっ

ていたので、品種等の違いが要因として考え

られた。

いなきぴは、含量の年度による差はなく、

表1 穀類の植物ステロール含量と組成

品目 分類
試料採取日 平均重量 廃棄率
（年／月／日） (g/{i固） （%） 

H17米
玄米 2005/9/9 。

（てんたかく）
H18米

玄米 2006/9/22 。
（てんたかく）

H1ヒ7米カリ
（コシ ） 

玄米 2005/9/16 。
H18米

玄米 2006/10/6 。
（コシヒカリ）
H19米

玄米 2007/11/2 。
（コシヒカリ）
H17米

精白米 2005/9/9 。
（てんたかく）
H18米

精白米 2006/9/22 。
（てんたかく）
H17米

精白米 2005/9/16 。
（コシヒカリ）
H18米

精白米 2006/10/6 。
（コシヒカリ）
H17穴麦

玄麦 2005/7/27 。
(77イ11＂ーλノウ）
H18大麦

玄麦 2006/7/26 。
(77イハ．一λJウ）
H17大麦

精白麦 2005/7/27 。（フ7イハ．ースノウ）
H18大麦

精白麦 2006/7/26 。
(77イ11＂ースノウ）

H17そぱ 粉 2005/11/7 。
H18そば 粉 2006/10/23 。
H17いなきび 精白粒 2005/11/7 。
H18いなきぴ 精白粒 2006/10/11 。

水分 力ンヘ。ステロー｝レ スチゲマス子口一｝レ(g/100g) 

15.0 
16.6 11.7 
25.1 17.7 

13.8 
13.3 10.3 
23.8 18.3 

14.2 
12.8 9.9 
23.3 18.0 

14.5 
12.2 8.9 
23.9 17.5 

13.1 
13.9 11.3 
24.3 19.8 

14.1 
3.5 4.5 
18.2 23.4 

14.2 
3.5 3.8 
17.8 19.3 

13.8 
4.3 4.8 
18.4 20.5 

14.7 
3.5 3.6 
19.3 19.9 

17.4 
17.0 6.1 
26.1 9.4 

16.8 
15.3 4.8 
24.1 7.6 

17.0 
3.7 。。
22.4 0.0 

15.4 
6.6 。。
24.0 。。

14.5 
7.4 2.3 
9.8 3.0 

14.0 
6.8 。。
11.3 。。

11.5 
2.7 2.0 
15.0 11.1 

11.8 
3.4 。。
19.8 。。

β シトステロー｝レ

37.8 
57.2 
32.4 
57.9 

32.2 
58.7 
29.9 
58.6 
32.0 
55.9 

11.2 
58.4 
12.4 
62.9 

14.3 
61.1 
11.0 
60.8 

42.0 
64.5 
43.4 
68.3 
12.8 

77.6 
20町g

76.0 

65.8 

87.2 
53.4 

88.7 

13.3 

73.9 

13.8 

80.2 

上段．含量mg/100g
下段：組成%

合計 備考

66.1 
100.0 
56.0 
100.0 

54.9 
100.0 
51.0 
100.0 
57.2 
100.0 
19.2 
歩留約91目

100.0 
19.7 
歩留約91覧

100.0 

23.4 
歩留約91%

100.0 
18.1 
歩留約91国

100.0 

65.1 
100.0 
63.5 
100.0 
16.5 
歩留約56見

100.0 
27.5 
歩留約56見

100.0 

75.5 
100.0 

60.2 
100.0 

18.0 

100.0 

17.2 
100.0 
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その組成についても /3－シトステロールが7

～ 8割を占めていた。

2.いも類の植物ステロール含量と組成

いも類の植物ステロール含量と組成を表2

に示した。含量は年度聞による差がなく、そ

の組成についてはF”シトステロールが6割

程度、その他をスチグマステロールとカンベ

ステロールが占めており、年度間でほぼ変化

がなかった。しかし、含量については、茨城

県の結果i）では58mg/100gであったのに対し

て、今回の結果の9mg/100 g程度とはかなり

異なっており、調査に用いたサトイモの品種

等の違いが要因として考えられた。

3.豆類の植物ステロール含量と組成

豆類の植物ステロール含量と組成を表3に

示した。

エンレイについては、含量が42mg/100gと

50mg/100 gであり年度間で差がなく、また、

その組成については/3－シトステロールが5

割程度あり、残りの5割はカンベステロール

とスチグマステロールが同等の割合を占めて

が見られた。その組成については、エンレイ

と同卒業であり /3－シトステロールが約5割、カ

ンペステロールとスチグマステロールで残り

の5割を占めていた。

丹波黒では、含量が56mg/100gと75mg/100

gであり年度間でやや差が見られ、その組成

についてはエンレイやオオツルと同様で、/3-

シトステロールが約5割、カンベステロール

とスチグマステロールを合計して5割程度あ

った。

いた。

この3品種の結果は、茨城県の結果i）で大

豆の含量が56mg/100gとほぼ一致しており、

その組成については、茨城県の結果と今回の

調査した3品種は、ほほ同様の組成割合であ

り、品種による差があまりないことが分かっ

た。

4.種実類の植物ステロール含量と組成

種実類の植物ステロール含量と組成を表4

に示した。

ぎんなんは、総量が3mg/100 gと7mg/100 

gであり含量は少なく、年度間でわずかな差

があった。事旦成については、 /3－シトステロー

ルがほとんどを占めており、残りをカンペス

テロールが年度によって検出される場合があ

オオツルでは、含量が45mg/100gと75mg/

100 gでありエンレイに比べると、年度間で差

表2 いも類の植物ステロール含量と組成

上段：含量mg/100g
下段．組成%

品目 分類 l 器官~~I て！電子｜号君子 I (g鴻g)Iがステ日｜スチ向子日｜ βーシトλテローJレ｜ 合計 備考

H17さE[¥毛
（大和）
H18さといも

広担i

F
町
一
曹
『
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，

F
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u

p

h

d

b
o
n
o
 

ro
ー

E
U

，
／
－
。
L

nu
一
，
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4
1

切

れ

m

rノ
一
〆
／

E
J

－
no 

nu

－nu 

《

U

－nu

nL

－n
，‘
 

生
一
ー
生

『
茎
一
茎
一

球
一
球

23.8* 86.1 

14.5ホ 83.7 

1.6 
18.0 
1.8 
20.9 

2.1 
23.6 
1.8 
20.9 

5.2 
58.4 
5.0 
58.1 

1鑑；
表3 豆類の植物ステロール含量と組成

試料採取日 平均重量 廃棄率 水分 力ンヘ。λ子ローJI, スチゲマス子日一JI, (3－シトステローJI, 合計 備考品目 分類
（年／月／日） (g／個） （%） (g/100g) 

9.0 10.4 22.2 41.6 H18大旦
全粒 2006/12/5 。 11.3 

21.6 25.0 53.4 100.0 （エンレイ）
12.6 14.2 23.0 49.8 H19大旦

全粒 2007/12/27 。 12.0 
25.3 28.5 46.2 100.0 （エンレイ）
11.2 9.6 24.0 44.8 H1オ8Aツ旦 全粒 2006/12/27 。 12.0 
25.0 21.4 53.6 100.0 （オル）
17.7 19.2 37.7 74.6 H19大豆

全粒 2007/12/27 。 12.0 
23.7 25.7 50.5 100.0 鴇ツルi
15.4 10.7 30.0 56.1 （丹S波A黒~ 全粒 2007/1/22 。 10.4 
27.5 19.1 53.5 100.0 
19.8 18.2 36.6 74.6 H19大豆

全粒 2007/12/27 。 18.2 
26.5 24.4 49.1 100.0 （丹波黒）

上段含量mg/100g
下段．組成%
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った。 可食部100gあたりの含量で示している。これ

を乾物100gあたりで含量を比較すると平成

17年度の 8月に採取したものは217mg／乾物

100 g、9月に採取したものは200mg／乾物100

g、平成18年度に採取したものは244mg／乾物

100 gと、年度によりそれほど大きな差はなか

5.野菜類の植物ステロール含量と組成

野菜類の植物ステロール含量と組成を表5

に示した。

宿根そばは、含量が23mg/100gと42mg/100

gであり年度により差が見られたが、表5は

表4 種実類の植物ステロール含量と組成

H17ぎんなん
（久寿）
H18 んなん
（久寿）

の
d

－η
d

ノ
／
－

j
／

nu

－n
u
 

J
／

一

〆

／

5

－
no 

nu

－n
u
 

nu

－n
u
 

η
4

－qι 

部
一
部

食
一
食

可
一
可

3.4 23.4ホ

23.7* 

56.7 ω一
ω一
却
一
叩

備考品目
試料採取日｜平均重量｜廃棄率｜ 水分 。白

分類 ！ （年／月／日） ｜ （岬） I (%) I (g/100g) IカンヘスTロール｜λチゲマステ日｜ βーシトステ日

2.7 55.6 
ω
一ω
一ω

表5 野菜類の植物ステロール含量と組成

分類
試料採取日 平均重量 廃棄率 水分 カンヘ．ス子口一）レ λ子ゲマステロー）し (3 シトステロー｝レ 合計 備考品目
（年／月／日） (g／個） （%） (g/100g) 

8月採 1.8 3.4 36.8 42.0 
2005/8/4 。 80.7 一一

4.3 8.1 87.6 100.0 耳E’薬H17宿根そば
9月採 1日 ~－司26 18.8 22.8 

2005/9/28 。 88.6 
7.9 82.5 100.0 取葉
3.3 3.6 20.5 27.4 

H18宿根そぱ 葉 2006/8/30 。 88.8 
12.0 13.1 74.8 1000 

（芭H蕉17成4よ品じ、じままめめ）
0.0 3.3 8.3 11.6 

若さや 2005/8/4 4.5 。 89.2 
0.0 28.4 71.6 100.0 。。 3.6 7.4 11.0 H18,5、じまめ

若さや 2006/8/17 4.7 。 88.2 。。 32.7 67.3 100.0 （芭蕉成ふじまめ）
5.0 2.9 14.7 22.6 

H17ほうきぎ 可食部 2005/11/14 。 80.6 
22.1 12.8 65.0 100.0 
5.3 3.5 13.6 22.4 

H18ほうきぎ 可食部 2006/11/10 。 80.4 
23.7 15.6 60.7 100.0 
0.0 0.0 5.0 5.0 

＊茎
H18ぎようじゃにん

可食部 2006/5/26 16.1’ 91.0 0.0 0.0 100.0 100.0 にく

5.2 5.2 0.0 0.0 ホ茎
H19ぎょうじゃにん

可食部 2007/5/2 24.9* 91.2 
0.0 。。 100.0 100.0 l、〈

4.0 2.4 23.5 29.9 
＊竹皮、基昔日H18たけのこ 可食部 2006/5/8 655 59.1* 91.9 

13.4 8.0 78.6 100.0 
3.8 2.6 25.8 32.2 *'r'r皮、基部H19たけのこ 可食部 2007/4/26 1,221 24.9市 91.9 
11.8 8.1 80.1 100.0 
0.0 。。 7.3 7.3 

＊板児、緑葉部H／吉8ね蔵さ） 可食部 2006/10/5 145 4.1* 93.8 
0.0 。。 100.0 100.0 
0.0 。。 4.6 4.6 

＊根元、緑葉部
H19ねぎ

可食部 2007/11/1 166 19.5事 93.6 。。 。。 100.0 100.0 （夏扇4号） 。。 。。 3.2 3.2 時コ7こ、種子、H17刀、海l忌つ）や 可食部 2005/8/4 1,600 4.1本 80.4 。。 。。 100.0 100.0 両端（黒
＊わた、種子、H18ヵ、ぼちゃ 。。 0.0 3.8 3.8 

可食部 2006/8/3 2,100 13.7* 73.2 。。 。。 100.0 100.0 商端f皐海1

3.2 3.2 将両コ端7こ、種子、。。 0.0 Hl~刀伯、l爵g; や 可食部 2005/9/6 2.400 11.2寧 80.1 。。 0.0 100.0 100.0 。。 。。 2.8 2.8 ホわた、種子、H1~か伯I爵孟ち〕ゃ 可食部 2006/8/30 2,100 15.3本 71.6 。。 0.0 100.0 100.0 ｜両端。。 0.0 0.4 0.4 
＊果皮、種子H17人西書瓜シャンホ 可食部 2005/8/4 17.400 25.6本 92.7 。。 0.0 100.0 100.0 。。 0.0 。目4 0.4 
＊果皮、種子

H18入善ジャンボ
可食部 2006/8/3 13,900 33.9* 91.1 

0.0 0.0 100.0 100.0 亙瓜
1.8 0.0 8.3 10.1 

H17早生大かぶ 根部 2005/10/31 608 。 94.0 
17.8 0.0 82.2 100.0 
1.8 0.0 6.7 8.5 

＊莱柄基部H18早生大かぶ 根部 2006/11/6 1128 12* 93.6 
21.2 。。 78.8 100.0 
1.1 0.0 5.6 6.7 

H19早生大かぶ 根部 2007/12/26 1892 。 94.5 
16.4 0.0 83.6 100.0 

~1あ7か亦く刀ら、品）、 1.4 0.0 6.3 7.7 
根部 2005/11/1 434 。 93.9 

18.2 。。 81.8 100.0 
1.1 0.0 5.0 6.1 H19赤かぶ

根部 2007/11/2 589 。 94.1 
18.0 0.0 82.0 100.0 fホかくら）

上段含量mg/lOOg
下段組成%



鹿島、中JJI：県内産農産物の植物ステロールの含量と組成について［報文］

った。また、組成については、 F”シトステロ

ールが7割～8割とかなりを占めていた。

ふじまめは年度による差はなく、組成につ

いては/3－シトステロールが7割程度の割合

と多く、残りはスチグマステロールのみであ

り、カンベステロールはネ食出されなかった。

ほうきぎは含量が22mg/100g程度であり、

年度による差はなかった。組成は/3－シトステ

ロールが6割程度含まれており、残りはスチ

グマステロールとカンベステロールであった。

ぎょうじゃにんにくは、含量が5mg/100 g 

程度であり、年度による差はなかった。組成

としては、/3－シトステロールのみしか含まれ

ていなかった。

たけのこは、含量が30mg/100g程度であり、

年度による差はなかった。組成は/3－シトステ

ロールが8割程度を占めており、その他はカ

ンペステロールとスチグマステロールが検出

された。

ねぎは、県内でいろいろな品種が栽培され

ており、年度によって分析した品種が異なっ

ていたが、含量は吉蔵で7mg/100 g、夏扇4

号は5mg/100 gであり、その組成については

/3 －シトステロールのみしか含まれていなか

った。茨城県の結果i）ではねぎが4mg/100 g、

赤ねぎも 4mg/100 gであり、県内産のねぎと

大差なかった。

かぼちゃは黒海と伯爵について分析したが、

含量は黒海と伯爵いずれの品種においても年

度聞の差はなかった。組成についても品種に

関係なく /3－シトステロールのみしか含まれ

ていなかった。

入善ジャンボ西瓜にはわずかしか含まれて

おらず、年度聞の差はなく、また、組成につ

いては/3－シトステロールのみしか含まれて

いなかった。

かぶ類は、早生大かぶと赤かぶ（あかくら）

について分析したが、含量は早生大かぶでは

lOmg/100 g、9mg/100 gと7mg/100 gであり

年度間で、大差はなかった。同様に赤かぶは、

8 mg/100 gと6mg/100 gであり年度間で大差

はなかった。組成は品種に関わりなく /3－シト

ステロールが8割程度占めており、その他は

カンペステロールのみしか検出されなかった。

また、茨城県の結果i）ではかぶが4mg/100 g 

であったので、品種等により含量に違いがあ

ることが考えられた。組成については全く同

様の結果であった。

6.果実類の植物ステロール含量と組成

果実類の植物ステロール含量と組成を表6

に示した。

なしは幸水と豊水について分析したが、幸

水の含量は7mg/100 gと6mg/100 g、豊水の

含量は6mg/100 gと7mg/100 gであり、品種

に関わらず更に年度による差もなかった。組

成は、品種に関係なく /3－シトステロールのみ

であった。茨城県の結果i）では、なし（新高）

が6mg/100 gであったので、品種は違うが含

量はほとんど変わらず、その組成もF”シトス

テロールのみで茨城県の結果i）や岡らの報

告9）と全く同じであった。

りんごはふじを調査したが、含量は 7

mg/100 gと5mg/100 gであり、年度による大

差はなかった。その組成は/3－シトステロール

のみであった。

ぶどうは巨峰とロザリオピアンコについて

分析したが、巨峰では5mg/100 g程度と年度

聞で差がなかったのに対し、ロザリオピアン

コでは7mg/100 gと4mg/100 gであり、年度

間でわずかな差が見られた。組成は品種に関

わりなく、 /3－シトステロールのみであった。

かきは水島柿、三社柿、富山干柿を調べた

が、含量は水島柿では7mg/100gとSmg/100

g、三社柿は4mg/100 gと6mg/100 g、富山

干柿は13mg/100gと12mg/100gであり、いず

れも年度間の差はほとんどなかった。その組

成は、水島柿、三社柿、富山干柿のいずれも

/3 －シトステロールが8割を占め、スチグマス

テロールが残りの2割を占め、カンベステロ

ールは検出されなかった。中でも富山干柿で

は、含量が高くなっていたが、これは原料と

なる三社柿からの干柿製造で、の水分の蒸発で、
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の濃縮による増加と考えられた。

うめは稲積梅を調査したが、含量は9mg/ 

100 g程度であり年度聞の差はなかった。その

組成はほとんどが/3－シトステロールで、わず

かにカンベステロールが含まれているのみで

あった。

ゆずは果皮と果汁に分けて植物ステロール

組成を調査した。果皮は含量が14mg/100gと

llmg/100 gであり、年度により大差がなかっ

た。組成については/3－シトステロールが7割

程度を占め、残りをスチグマステロールとカ

ンペステロールで占めていた。茨城県の結

果りではゆず（皮のみ）が6mg/100 gであり、

今回調査したものより低かったので、品種等

による違いが要因と考えられた。また、果汁

の含量は9mg/100 gと7mg/100 gであり、年

度により大差はなかった。組成は/3－シトステ

ロールが8割～9割程度であり、それ以外は

カンベステロールで占められていた。

要 約

富山県内産農産物、①穀類（コシヒカリ、て

んたかく、大麦、そば、いなきぴ）、②いも類

（さといも）、③豆類（エンレイ、オオツル、丹

波黒）、④種実類（ぎんなん）、⑤野菜類（宿根

そば、ふじまめ、ほうきぎ、ぎょうじゃにんに

く、たけのこ、ねぎ、かぼちゃ、入善ジャンボ

西瓜、早生大かぶ、赤かぶ）、⑥果実類（なし

（幸水、豊水）、りんご（ふじ）、ぶどう（巨峰、

表6 果実類の植物ステロール含量と組成

品目 分類
試料採取日 平均重量 廃棄率
（年／月／日） (g／個） （%） 

H17なし
可食部 2005/8/19 329 24.1* （幸水）

7幸18な，kし） 可食部 2006/8/24 331 21.4事
H17なし

可食部 2005/9/9 494 21.7本
（豊水）

71豊8な，kし） 可食部 2006/9/11 489 25.7* 

H17りんこ
可食部 2005/11/29 455 18.7事

（ふじ）

同1し~；り、じん）ご 可食部 2006/11/30 376 17.1キ

H？巨，S峰：ど）っ 可食部 2005/9/9 324 21.9* 

H？巨4峰：ど）う 可食部 2006/9/4 489 17.2キ

H17リぶオどピうア
（ロザ ン

可食部 2005/9/12 666 13.1’ 
H18，：，：どう

可食部 2006/9/14 646 11.9* 
fロザリオピアン

~1水7か島き） 可食部 2005/10/13 138 25.1事

~1水8か島き〕 可食部 2006/10/13 160 21.4事

H17かき
可食部 2005/11/17 327 18.4キ

（＝社）

~1!由士、＋き¥ 可食部 2006/11/8 286 14.2* 

H17富山干柿 可食部 2005/12/27 51.9 11.3事

H18富山干柿 可食部 2006/12/18 58.5 8.4「

H17つ積の） 
（稲

未熟果 2005/6/13 17.8 17.2ヰ

~1稲9うj繕め¥ 未熟果 2007/6/11 18.0 18.7事

H17ゆず 果皮 2005/12/13 
147 。
（全果）

H19ゆず 果皮 2007/11/20 
125 。
（全果）

H17ゆず 果汁 2005/12/13 
147 。
（全果）

H19ゆず 果汁 2007/11/20 
125 。
（全臭）

水分 力ンヘ。ステローJレ スチゲマλテロー）レ(g/100g) 

。。 0.0 
87.3 

0.0 。。
86.8 

0.0 。。。。 。。。。 0.0 
86.9 。。 0.0 

86.9 
。。 0.0 。。 0.0 

85.4 
0.0 0.0 
0.0 。。

85.2 
。。 。。。。 。。

83.1 
。。 0.0 。。 0.0 

80.7 
。。 0.0 
0.0 0.0 。。 。。

83.2 。。 。。。。 0.0 
82.7 。。 0.0 

84.6 
。。 1.1 
0.0 16.4 

84.0 
0.0 1.2 。。 15.8 

82.0 
0.0 1.1 。。 20.0 

81.6 
0.0 1.0 。。 22.7 

31.4 
。。 2.1 。。 16.8 

29.7 
。。 2.1 。。 16.9 
0.4 0.0 

90.5 
4.7 0.0 

91.0 
0.4 0.0 
4.3 0.0 

83.5 
1.9 1.6 
13.4 11.3 

82.1 
1.8 1.4 
16.3 12.9 

90.6 
1.5 0.0 
17.2 0.0 

91.1 
0.8 0.0 
11.1 0.0 

β ーシトステローJ•

7.2 
100.0 
6.0 
100β 

5.8 
100.0 
6.7 
100.0 
6.5 
100.0 
4.6 
100.0 
4.5 
100.0 
5.3 
100.0 
6.5 
100.0 
4.3 
100.0 
5.6 
83.6 
6.4 
84.2 
4.4 
80.0 
3.4 
77.3 
10.4 
83.2 
10.3 
83.1 
8.1 
95.3 
9.0 
95.7 
10.7 
75.4 
7.7 
70.8 
7.2 
82.8 
6.4 
88.9 

上段；含量mg/100g
下段：組成%

合計 備考

7.2 ＊果皮、果しん
100.0 部
6.0 ＊果皮、果しん
100.0 血限

5.8 ＊部呆反、呆しん
100.0 
6.7 ＊立果R皮、果しん
100.0 
6.5 ＊昔来日反、呆しん
100.0 
4.6 ＊果皮、果しん
100.0 書R

4.5 
＊果皮、種子

100.0 
5.3 
＊果皮、種子

100.0 
6.5 
＊果皮、種子

100.0 
4.3 
＊果皮、種子

100.0 
6.7 ＊へ果た皮、種子、
100.0 
7.6 ＊果皮、種子、
1000 へた
5.5 ＊へ果た皮、種子、
100.0 
4.4 ＊果皮、種子、
100.0 へた
12.5 
キヰ童子、へた

100.0 
12.4 
＊種子、へた

100.0 
8.5 ＊核
100.0 
9.4 
＊核

100.0 
14.2 l昼間42.5胃、呆
100.0 i十26.8見
10.9 果皮38.4喝、果
100.0 j十25.7%
8.7 果皮42.5也、果
100.0 j十26.8出
7.2 果皮38.4%、果
100.0 j十25.7%
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ロザリオピアンコ）、かき（水島柿、三社柿、富

山干柿）、うめ、ゆずの植物ステロール含量とそ

の組成を明らかにした。
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